
い
る
。
こ
れ
ら
の
薬
物
名
や
分
析
樫

る
。
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
苓

も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

に
八
種
の
八
毒
薬
を
加
え
る
が
、
こ
れ
は
八
風
に
応
じ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
薬
物
名
や
分
析
は
発
表
の
際
に
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
枕
も
そ
の
歴
史
は
古
く
、
道
教
と

（
順
天
堂
大
学
産
婦
人
科
）

一
九
一
三
年
（
中
華
民
国
二
年
）
支
那
国
民
に
よ
る
国
立
北
京
医

学
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
創
立
の
沿
革
は
「
本
校
の
萠
芽
と
も

亦
支
那
国
民
に
依
る
医
育
の
濫
鵤
と
も
見
る
べ
き
清
光
緒
二
十
九
年

三
月
京
師
大
学
堂
が
後
門
内
大
平
街
の
民
房
を
借
り
て
医
学
実
業
館

を
置
き
、
練
習
生
数
十
人
を
選
ん
で
、
西
洋
医
学
を
教
授
し
た
こ
と

で
、
翌
三
十
年
に
は
前
門
外
八
角
琉
璃
井
に
三
棟
の
家
屋
を
建
築
し

て
医
学
館
と
改
称
し
た
の
で
あ
る
。
是
よ
り
先
ぎ
光
緒
二
十
八
年
に

於
て
孝
欽
皇
后
が
内
絡
金
を
以
て
後
孫
公
園
に
細
民
救
療
の
た
め
に

施
医
総
局
を
建
て
た
が
、
後
之
を
医
学
館
に
与
へ
た
。
斯
し
て
清
国

は
民
国
と
な
っ
て
、
共
和
政
を
布
く
に
至
っ
た
が
、
其
の
元
年
に
教

育
部
で
は
医
育
を
重
要
視
し
、
同
部
自
ら
医
学
専
門
学
校
を
設
立
す

る
こ
と
に
な
り
之
を
原
価
で
買
収
し
た
が
、
之
が
現
在
の
北
京
医
学

専
門
学
校
で
あ
る
。
而
し
て
同
年
九
月
に
は
愈
々
漸
江
省
人
湯
爾
和

氏
が
迎
へ
ら
れ
て
、
開
校
事
務
に
当
り
、
二
年
一
月
第
一
回
の
入
学

湯
爾
和
と
北
京
医
学
専
門
学
校寺

畑
喜
朔
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生
七
十
二
名
を
得
て
全
く
緒
に
就
い
た
の
で
あ
る
」
（
岩
田
穣
『
支

那
医
事
衛
生
研
究
資
料
第
二
輯
』
大
正
十
一
年
）

北
京
医
学
専
門
学
校
の
概
要
は
、
㈲
校
則
は
十
七
章
百
十
八
条
か

ら
な
り
微
細
に
規
程
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
医
学
専
門
学
校
の
校

則
に
準
じ
て
い
る
。
○
四
年
制
で
一
学
年
の
定
員
六
十
名
、
一
カ
年

三
期
に
分
け
、
学
年
始
め
は
九
月
。
白
学
費
は
一
年
二
十
元
。
四
履

修
科
目
は
第
一
学
年
（
徳
語
、
化
学
、
物
理
、
解
剖
、
生
理
、
修

身
、
国
文
、
体
操
）
。
第
二
学
年
（
徳
語
、
化
学
、
解
剖
、
生
理
、

微
生
物
、
病
理
、
薬
物
、
内
科
、
外
科
、
修
身
）
。
第
三
学
年
（
徳

語
、
解
剖
、
微
生
物
、
病
理
、
内
科
、
外
科
、
皮
膚
花
柳
病
、
耳
鼻

咽
喉
科
、
眼
科
、
産
婦
人
科
、
修
身
）
。
第
四
学
年
（
徳
語
、
衛
生
、

病
理
、
内
科
、
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
、
産
婦
人
科
、
精
神

病
、
裁
判
医
学
、
修
身
）
。
⑤
教
材
は
設
備
と
経
費
を
要
す
る
た
め
、

規
則
に
従
う
こ
と
は
で
き
ず
、
と
く
に
解
剖
は
支
那
の
国
情
が
嫌
っ

て
い
る
た
め
刑
死
者
以
外
に
期
待
は
で
き
な
い
。
創
立
当
時
は
一
年

間
二
○
体
前
後
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
減
少
し
十
年
後
で
は
五
体
前

後
と
な
っ
て
い
る
。
㈲
臨
床
実
習
に
は
施
療
疾
患
を
多
数
収
容
し
て

い
る
た
め
、
ほ
ぼ
不
都
合
は
な
い
。

一
九
二
二
年
度
の
教
授
陣
を
象
る
と
、
池
上
馨
一
（
長
崎
医
專
卒

業
、
解
剖
学
）
、
リ
ッ
・
ヘ
ル
ト
（
ド
イ
ツ
人
医
師
、
婦
人
科
）
の
二

外
国
人
を
除
き
、
他
の
一
四
名
は
全
員
民
国
出
身
医
師
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
一
四
名
の
う
ち
一
三
名
が
日
本
の
医
学
校

で
医
学
を
習
得
し
て
帰
国
し
た
留
学
生
達
で
あ
る
。
こ
の
留
学
生
の

受
入
れ
は
、
文
部
省
令
第
一
五
号
（
明
治
三
十
四
年
十
一
月
十
一

日
）
、
文
部
省
直
轄
学
校
特
別
入
学
規
程
（
明
治
三
十
三
年
文
部
省

令
第
二
号
「
文
部
省
直
轄
学
校
外
国
委
託
生
二
関
ス
ル
規
程
」
は

本
令
施
行
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
）
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
つ
ぎ
に
民
国

出
身
教
授
の
一
覧
を
示
す
（
姓
名
、
年
齢
、
担
当
、
出
身
校
）
。

湯
爾
和
四
五
組
織
学
金
沢
医
専

周
頌
聲
四
四
生
理
・
薬
物
金
沢
医
専

周
瑞
麟
三
一
産
婦
科
上
海
徳
国
医
学
堂

葛
成
助
四
○
外
科
東
京
慈
恵
医
専

張
敞
卿
四
一
眼
科
金
沢
医
専

孫
柳
溪
三
八
耳
鼻
咽
喉
科
愛
知
医
専

朱
其
輝
三
五
内
科
千
葉
医
専

呉
祥
鳳
三
三
内
科
千
葉
医
専

嚴
智
鐘
三
四
衛
生
細
菌
東
京
医
科
大
学

徐
話
明
三
三
病
理
九
州
医
科
大
学
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戎
肇
敏
三
六
外
科
九
州
医
科
大
学

金
寳
善
三
○
内
科
、
千
葉
医
専

何
孝
妊
二
七
産
科
東
京
女
子
医
専

窒
先
器
二
七
皮
膚
科
千
葉
医
専

以
上
の
教
授
の
う
ち
、
湯
校
長
の
出
身
省
の
関
係
か
ら
、
朱
、

呉
、
徐
、
戎
、
金
ら
は
湯
と
同
様
の
湘
江
省
出
身
で
あ
る
の
が
特
色

と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
当
校
の
指
導
者
湯
爾
和
の
略
年
譜
を
示
す
。
光
緒
四
年
六

月
一
日
（
一
八
七
八
）
湘
江
省
抗
州
府
銭
唐
県
生
、
明
治
四
十
年
一

月
金
沢
医
学
専
門
学
校
特
別
傍
聴
生
と
し
て
入
学
、
同
四
十
三
年
七

月
聴
講
終
了
、
帰
国
し
て
湘
江
病
院
創
設
、
大
正
元
年
北
京
医
学
専

門
学
校
長
、
同
九
年
ド
イ
ツ
留
学
、
同
十
一
年
帰
国
、
満
洲
事
変
後

張
学
良
の
意
を
受
け
て
渡
日
、
支
那
事
変
の
際
王
克
敏
と
協
力
し
て

新
政
府
を
樹
立
し
臨
時
政
府
の
議
政
委
員
会
委
員
長
兼
教
育
総
長
と

な
り
、
中
央
政
府
を
樹
立
し
て
華
北
政
務
委
員
会
教
育
総
署
督
辨
と

な
る
。
昭
和
十
五
年
十
一
月
八
日
肺
ガ
ン
の
た
め
北
京
で
死
去
、
享

湯
校
長
は
医
学
を
通
じ
て
日
中
交
歓
の
主
役
を
演
じ
た
。
第
二
回

東
亜
文
化
協
会
（
昭
十
三
年
十
一
月
）
に
来
日
し
た
際
に
は
同
会
ょ

な
り
、
中
央
語

な
る
。
昭
和
一

年
六
十
三
歳
。

り
寿
像
（
吉
田
三
郎
作
）
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
仁
会
に
よ
る
華

文
医
薬
書
刊
行
会
か
ら
湯
ら
は
、
解
剖
学
（
西
成
甫
）
、
内
科
学
（
入

沢
達
吉
）
、
外
科
学
（
茂
木
蔵
之
助
）
、
皮
層
性
病
学
（
土
肥
章
司
）
、

泌
尿
器
（
北
川
正
淳
）
、
産
科
学
（
磐
瀬
雄
一
）
、
婦
科
学
（
安
井
修

平
）
、
助
産
学
（
木
下
正
中
）
、
眼
科
学
（
石
原
忍
）
、
耳
鼻
咽
喉
科
学

（
赤
松
純
一
）
、
な
ど
日
本
医
学
害
の
中
国
版
を
多
数
刊
行
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
年
六
月
「
豚
及
び
脊
椎
動
物
の
ジ
ェ
ッ
レ
細
胞
に

就
て
」
の
論
文
に
よ
り
東
京
大
学
よ
り
学
位
が
授
与
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

（
金
沢
医
科
大
学
）
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